
松戸市の認知症施策について 

松戸市 福祉長寿部 
高齢者支援課  

Ｈ30年度 松戸市認知症研究会 
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【高齢者の状況】 
 
 総人口： ４９４，７３３人  
 
 高齢者人口：１２４，８２６人  
       （高齢化率：２５．２％） 
                 
 後期高齢者人口：６０，４３０人 
       （後期高齢者割合：１２．２％） 
                       （Ｈ30.3.31現在人口 住民基本台帳より） 
 
 
○要介護･要支援認定者数：２０，１５３人（Ｈ30.3.31現在介護保険事業状況報告より） 
 
○認知症高齢者日常生活自立度Ⅱ以上の割合：１１，５０４人 
                    （Ｈ30.7.4時点におけるＨ30.4.1の認定者を抽出） 
※認知症高齢者日常生活自立度Ⅱ以上とは、「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意
思疎通の困難さがみられる状態」です。 

基礎データ（平成30年３月３１日現在） 

認知症高齢者の状況 



松戸市の認知症高齢者数 
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2017 
認知症の人： 
1.9～2.0万人 
（推計） 
 
2025年 
認知症の人： 
2.7～2.9万人 
（推計） 
「いきいき安心プランⅥ
まつど」より抜粋 

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 

要介護・要支援認定者数 Ⅱa～Ｍ 7,937 8,632 9,572 10,194 10,950 10,915 11,167

65歳以上に占める割合 8.1% 8.5% 8.9% 9.1% 9.4% 9.1% 9.1%
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認知症高齢者日常生活自立度Ⅱ以上の人数および６５歳以上人口

に占める割合 

（各年の処理日における、４月１日の認定者を抽出） 



54,029 58,001 61,958 65,774 69,602 73,443 88,993 

25.7% 26.2% 26.8% 27.4% 28.0% 28.5% 29.1%

11.2% 11.9% 12.7% 13.4% 14.2%
15.0% 18.1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年 平成37年

75歳以上 65～74歳 40～64歳 40歳未満 高齢化率 75歳以上人口比率

松戸市では、今後、75歳以上人口が大幅に増加 

※常住人口による推計     ※各年10月１日時点 
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486,045 488,187 489,033 489,879 490,725 491,965 
483,480 



松戸市の認知症施策の理念 

 
 
 

• 認知症の人の意思が尊重され、できる限り住
み慣れた地域のよい環境で暮らし続けること
ができる社会を実現する。 
 

認知症を予防できる街  松戸 
認知症になっても安心して暮らせる街  松戸 

意思決定支援、自立支援、できる限り在宅、 
地域包括ケアの実現 
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認知症施策推進総合戦略 
「新オレンジプラン」 

①認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進 
②認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供 
③若年性認知症施策の強化 
④認知症の人の介護者への支援 
⑤認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進 
⑥認知症の予防法、診断法、治療法、リハビリテーション 
 モデル、介護モデル等の研究開発及びその成果の普及 
 の推進 
⑦認知症の人やその家族の視点の重視 
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７つの柱 



（１）認知症への理解を深めるための普及啓発の推進について 

•認知症サポーターの養成   ・あんしん一声運動の展開   ・市民への普及啓発   

（２）認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供について 

•まつど認知症予防プロジェクト ・認知症初期集中支援チーム ・認知症サポート医  ・認知症コーディネーター 

•認知症地域支援推進員  ・認知症ケアパス   

（３）若年性認知症施策の強化について認知症の人への支援について 

•若年性認知症カフェ  ・若年性認知症の人への理解   ・若年性認知症のケア    

（４）認知症の人の介護者への支援について 
•介護者への支援  ・介護の負担軽減  ・介護者の集い  ・認知症カフェ 

（５）認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進について 

•あんしん一声運動の展開  ・徘徊高齢者防災無線による探索   ・高齢者の見守りシール   ・権利擁護   

（６）認知症の予防法、診断法、治療法、リハビリテーションモデル、介護モデル等の 

研究開発及びその成果の普及の推進について  

（７）認知症の人やその家族の視点の重視について 

•認知症の人の視点にたった認知症理解のための普及啓発 ・関係機関との連携   

松戸市の認知症施策の概要 

認知症の症状がある人は、高齢化により年々増加しており、今後もさらに増加することが見込まれる。「認知症を予防できる
街♡まつど」「認知症になっても安心して暮らせる街♡まつど」を目指して、関係機関との連携、支援及びネットワークづく
りを念頭に置き、認知症の本人や支える家族が何を望み、何に困っているのかという視点に立ち、認知症対策を推進していく。 

今後目指すべき基本目標 
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松戸市における認知症支援の地域人材と今後の方向性 

認知症サポーター 

○要件：認知症サポーターのうちの希望者・希望団体（登録制） 
○研修：任意受講の研修あり（研修内で自主的に活動報告） 
○活動内容：声かけ活動（声かけ＋できる範囲の手助け） 

 ※防災無線を活用した行方不明高齢者の捜索や、友人・近
所への認知症の普及についても協力を依頼。 

○人数：登録者数3,312人（2018年3月） 
    登録団体数228ヶ所（2018年3月） 

オレンジ 
声かけ隊 

○要件：１時間～１時間30分の講習受講（オレンジリング） 
○役割：認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温か

く見守り、応援する応援者（定められた業務はない） 
○人数：22,184人（2018年3月） 
    （2020年度末までに26,000人を目指す） 
     ※全ての市正規職員の受講を目指す。 

希望者 
を登録 

オレンジ協力員 

希望者・ 
希望団体
を登録 

○要件：オレンジ声かけ隊のうちの希望者（登録制） 
○研修：任意受講の研修あり 
○活動内容：専門職と協力しながらの実践活動 
      声かけ活動（声かけ＋できる範囲の手助け） 
○人数：登録者数514人（2018年3月） 
    実活動数116人（2017年11月） 
    →地区ごとの名簿を地域包括支援センターに配布 

 ※認知症コーディネーター：地域における認知症支援体制の構築に向けた活動に従事する医療・福祉・介
護の専門職（ケアマネ、看護師等）。所定の研修の受講が要件。松戸市に102名いる。 

あ
ん
し
ん
一
声
運
動 
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松戸まつり 
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まつど認知症予防プロジェクトの基本コンセプト 
○ 認知症の早期支援に関しては、軽度認知症の把握ができていない、医療機関に受
診できていない、セルフケアができていないなどの課題がある。 
○ まつど認知症予防プロジェクトを通じて、これらの課題を解決し、認知症予防を
推進する。 

 
 
 
 
 
 
 

実施機関の専門職 
 
 ・地域包括支援センター 

・かかりつけ医療機関 
・かかりつけ歯科医 
・かかりつけ薬局 
・介護事業所 
・ケアマネ事業所 

①早期把握・アセスメント 

軽度認知症
の方 

アセスメントツール： 
DASC 

認
知
機
能
の
維
持
・
改
善 

②ケアマネジメント 
適切な対応につなぐ 
▶ かかりつけ医など受診 
▶ セルフケア 
▶ 介護サービス 

③モニタリング 

※システム構築に当たって、医師会・歯科医師会・薬剤師会・特別養護老人ホーム連絡協議会・
介護支援専門員協議会・通所介護事業所連絡協議会等の関係団体と緊密に連携。 10 



地域サポート医の概要（松戸市） 
○ 地域に存在する医療関連の困難事例等に対して地域包括支援センターが効果的に対応できる
よう、松戸市医師会により、包括センターごとに地域サポート医を配置。 

○ 地域サポート医は、包括センターへの相談支援を行うとともに、必要に応じて、アウトリー
チ（訪問支援）を行う。 

高齢者本人 家族 

地域包括支援センター 
（15か所） 

地域サポート医 
（18医療機関） 

医療関連困難事例 
・医療機関受診を拒否 
・介護保険の利用を拒否 
・認知症なのか精神疾患なのか分
からない 

・虐待やセルフネグレクトが疑わ
れる 

・医療問題を抱えているものの、
どの医療機関や診療科に診療を
依頼すべきか分からない など 

地域サポート医
事務局 

相談 連絡 

相談支援（対面、電話、メール等） 

地域サポート医の要件 

○松戸市医師会員であること
（医師会が配置） 

○在宅医療の経験を一定程度
有すること 

○担当委員として、所属圏域
の地域ケア会議（年６回程
度）に可能な限り出席 

○地域サポート医プロジェク
ト等に参加 など 
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高齢者の見守りシール 



QRコード↑ 

これって認知症？  家族・介護者向け 
20問の問診に答えるだけで身近な方々の認
知症リスクを確認できます。 
http://fishbowlindex.com/matsudo/ninchisho/ 
出典：公益法人 
「認知症の人と家族の会」 

わたしも認知症？   本人向け   
１０問の問診に答えるだけで、本人が認知
症のリスクを予測できます。 
http://fishbowlindex.bulog.jp/matsudo/menin
chisho/ 
出典：社会福祉法人浴風会病院 
名誉院長医学博士 大友英一氏 

 認知症簡易チェックシステム 
   「これって認知症？」「わたしも認知症？」 

松戸市ホームページより携帯電話（PCでも可能）を使っ
ていつでも、どこでも簡単に認知症チェックが出来ます。 
判定結果は3段階で示され、相談窓口も表示されます。 
このシステムは医学的診断をするものではありません
が、早期発見のツールとしてご活用ください 
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